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Many people in Japan believe that modern, romantic αi (love, 
amour), an import from the West, stands in opposition to the more 
native koi; and they may cite the “courtly love" of medieval France 
as evidence of just how different αi and koi are. However, as long 
as a comparison between the two is limited roughly to the Heian 
period on the one hand and to the French twelfth century on the 
other, the difference is not really so clear. In an influential, late 
twelfth century treatise on courtly love written in Latin by Andreas 
Capellan us，αmor designates a range of erotic play that is explicitly 
disassociated even from marriage and has nothing whatever to do 
with “divine love，”“spiritual love，”“fraternal love，＇’ etc. In short, 
despite obvious differences in the style with which the game is 




Various examples drawn from Heian literature, from Andreas 
Capellanus and from the poetry of the Proven~al troubadours show 
that the love literatures of these two countries treat many similar 
themes, including longing, dreaming of the beloved, loss of heart or 
spirit to the beloved, wasting away, and the ultimate possibility of 
death. However, the troubadours belonged to a warrior society, 
whereas the Heian poets and writers knew nothing of martial valor 
or war. The early literature of “courtly love" suggests attitudes far 
more complicated than the simple “adoration of women”sometimes 
attributed to the troubadours. In fact, it seems sometimes to 
celebrate male prowess, and certain works suggest the possibility of 
violence against women. This violence becomes a reality in some 
songs of the genre know a pαstourelle. 
The tale typically told by a pαst our‘ele, that of the encounter 
between a traveling knight and a shepherdess, resembles that told 
by certain Japanese stories about the encounter between a traveling 
gentlemen from the capital and a woman of the shore. However, 
the outcome in Japan is quite different from the one in most 
pαstourelles. While the knight treats the shepherdess as a simple 
object of pleasure and rapes her if he can,the gentleman from the 
capital discovers, thanks to poetry, the woman’s true human 
worth; he learns to respect her and may even marry her, which in 
a pαstourelle would be unthinkable. This difference illustrates a 
difference between Heian Japanese society and medieval French 
society that was obvious enough already, but in so doing it makes 
Heian society appear more thoroughtly civilized, at least in its 
ideals, than its French counterpart. This effect is intended as a 






















































































Be!.eαmie,si est de nus: 我が妹や我等二人かくの加し































































Adoncs s’en uαi mos esperitz それで私の魂が真っ直ぐに、必至に
Tot dreitαmen, domnα，uαs VOS 逢いたいと思う君の方へ飛んで行く…。
De cui vezer es cobeitos .. 私のこの夢が続いているあいだは
Ab que duresαisi mos soms 帝王にも伯爵にもなりたい意志はない。
No volri’esser reis ni cams. むしろ、起きていて君を切に希うよりも、
Mαi volriαJαuzens dormir 睡眠しながら喜びを味わいたい。





































Us cαuαliers si jαziα ある騎士はこの上もなく
Ab lα re que plus voliα； 慕っている人のそばに寝ていて、
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Saven bαizαn li diziα： 彼女を何度も接吻しながらこういった。
Doussαres,ieu que fαrαi? 我が心の友よ、どうしよう。
Que.l jorns ve e lα nueytz uαi. 昼間が迫っており、夜は去っていく。
Ay! ああf
Qu’ieuαug que li gαitαcriα： 起きよ、と夜番が呼んでいるのを聞く。
Viα！ 立ち去れf
Sus! qu’ieu vey lo jorη venir 夜明けの後を追って
Apresl’αlbα． 昼間がやってくるのを見るのだ。
Doussa res,que qu’om VOS diα， 我が心の友よ、世間の人は何をいっても、
No ere que tαls dolors siα 妹背を切り離す苦悩より耐えられない
Cum qui pαrtαmic d’αmiα， 苦悩があると信じではならない。
Qu'ieu per me mezeys o Sαi. それをこの私が体験している。































A chαntar m’er de so qu'eu no volriα， 語いたくないことを私は今歌はなければならないのだ。
Tαnt me rαncur de lui cui sui αmiα・ あの人、この上もなく愛しているあの人を
Cαr eu l’αm mαis que nuillαren que sia：・ これほどf混んでいるからだ。
Vαs lui no.m val merces ni corteziα 私の哀れみも親切さも、
Ni mα beltαtz ni mos pertz ni mos sens; 器量もやんごとなさも知恵も彼に少しも効かない。
C’αtressi.m sui engαnαd’e trahiα 私が愚鈍で不格好であったかのように








Si voletz damnαs gαzαigπαr, 女が自分を大事にしてくれるのが当然だと思った時に、
Quαn crezetz que-us fαSSαπ honors 彼女に受け入れてもらいたい意志があったら
Si-us fαηαvol resposαuαr, 殺風景な返事しかしてくれないことがあったならば、
おど
Vos las ponesαmenassαr: 彼女を脅してみせるのが妥当だ。
E si vos fαn respos pejors, さて、それでも生意気な答えをするのなら、




















L’αutrier jost' unαsebissα 
Trobei pαst orαmestissα， 
De joi e de sen mαssissa. 































E seriα.us ben dobladα 君の美しさは今の倍になる、
Si.m vezi’mα vegαdα もしいつか俺が上にいて、
Sobeirαe vos sotrαnα． 君が俺の下にいたならば……
と。乙女が彼の攻撃を見事に反発した上では、最終的に彼は何もしないで場を
去っていきます。ところが、ほかのpastourellesにはそう簡単には行きません。
作品によって、騎士が乙女を犯すことを樺らないのです。あるいはまた、乙女
のボーイ・フレンドの羊飼いとその仲間に見つけられて、さんざん殴られてし
まう例もあります。
それで日本のケースに戻りますが、日本ではストーリーが全く違った方向に
展開していくのです。旅人は海士乙女を犯そうともしなければ、海士同士の男
たちに殴られもしません。行平と海士乙女の説話はこういうふうに終わるので
す。
行平が海女に近寄って、「どこに住んでいる人ですか」と聞いたら、海
女もすかさず、「白波の寄するなぎさに世をすごす海人の子なれば宿も
さだめず」と詠んで、姿をけした。行平は感動のあまり、涙をせき止め
ることが出来なかったD
と。それから行平はどうしたのでしょうか。何を想像しても構わないのですが、
これほど短いやりとり、これほど上品な感情がpastourelleの材料にはなりま
せん。
面白いことに、身分や教養のある人のあいだに、フランスの羊飼いの乙女も
日本の海士乙女もちょうど同じ評判だ、ったのですD 両者は、尻の軽い女だと見
なされていました。たとえば、鎌倉時代の人が海士を遊女や白拍子などと同列
に並べたという記録が残っています。和歌に見られる海女乙女のイメージを考
えると、それは当然でしょう。しかし、文学に見られる騎士が羊飼いの乙女を
軽視することと、日本の文学に見られる貴族が海士乙女を重視することとが、
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著しい対照をなすのです。
Michel Zinkというフランスの学者がpastourelleの意義を論じて、こう書
きました口「絶えず同じテーマを繰り返した中世フランスの詩人たちが、絶え
ず同じイメージを追いかけていたのであろう。そのイメージは、宮廷の人の知
らない、感覚的な大自然のままの風景に呼び起こされてくる、単なる快楽の対
象としての女のイメージである」と。行平も絵島の「大自然のままの風景」に
さまざまな感覚的なイメージを呼び起こされたのでしょうが、彼は最終的に、
海士乙女を「単なる快楽の対象」と見なかったようです。
実は、「対象」（つまりobject,objet，モノ）とは、中世フランスの男性の女
性に対する態度の関係でよく出てくる言葉です。 GeorgesDubyによると、身
分の高い女性でも、結婚の観点から見てさまざまな物質的な利益を与えるモノ
に過ぎませんでした。いかなる利益も与えない羊飼いの乙女は一層のこと、快
楽をあたえるモノとしか見なされなかったでしょう。そして、仏教の僧侶で、あっ
たはずの「撰集抄」の著者の目で読んでみたら、キリスト教の聖職者であった
アンドレアス・カペラヌスの、羊飼いのような女を論じて書いた文章が、ひど
いとしかいえません。「農民の恋」という、「宮廷風恋愛の技術」の短い一章に
アンドレアスはこう書きましたD
何かの偶然で、君が農婦の誰かを愛する羽目になったら、さんざん褒めち
ぎっておいて、いざ格好の場所が見つかったら、有無をいわせず求める
ものを奪い、力任せに抱いてしまうがよい。というのも、彼女たちの差
みを解く便利な治療法として先ずいささか強硬な手を使わなければ、そ
やさ
の頑な装いを和らげることは出来ず、彼女たちが温和しく自分を抱かせ
ることも、君の望む慰めを許すこともないだろうからである D
中世フランスの恋の文学の軸をなすものは女性崇拝だと一般に考えられてい
るようですが、現在のフランスの学者の主張によれば、より深いレベルを流れ
ているのはむしろ逆に、女に対する嫌悪の念です。「宮廷風恋愛の技術」の第
三巻にその嫌悪の念がはっきりした形で現われてきます。その冒頭に、アンド
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レアス・カペラヌスがそこまで、amorをほめてきた調子をかえて、女に手を出
さない方がいいと強く警告します。なぜなら、「多くの害悪が恋から生まれる
が、如何なる善も恋からは生まれないということだ」からです。そして「知何
なる善も恋から生まれない」責任を負うのは女であることなどは、第三巻を読
んだ上ではあきらかになります。恋は罪、恋は悪魔の領域で、それが女によっ
て呼び起こされるので、女も同じ悪魔の領域に属するものです。アンドレアス
がこういうふうに書いて話を続けます。
君が女に求める相互的愛など、みっかりはしないのだ。女が男を愛した
ことなど未だ嘗てないことであり、女は恋の相互的緋によって男に自ら
を結び付ける事など出来ないのである。……女は凡て握り屋であり貧欲
な気質の悪徳に汚れており……女は嫉み深く…また鈍食で胃の蹄の奴隷
で（ある）…
といって、果てしも容赦なく女の悪を読者に押しつけます。これは羊飼いだけ
ではなく、女王でも王女でも、全ての女にわたる非難です。要するに、アンド
レアス・カペラヌスの目で見た女は実は、人間というよりも畜生です。大事な
のは結局のところ、男が要求する、性的な「慰め」だけです。
これで、「撰集抄」の行平を思い出すとさっぱりした感じがします。行平は
「白波のjという海士乙女の答えを聞いて、彼女をちゃんとした相手、つまり
ちゃんとした人間として認めたのです。むろん、「撰集抄jはその後のことに
は触れないのですが、幸いなことに、無住一円の「沙石集」には類似の説話が
あって、仮に「撰集抄」の説話の続きと見ても差しっかえはないでしょう。
「沙石集」によればある公卿が、石見の国の守になって石見潟で遊んでいると
ころに、器量のよい海士乙女に出会って、彼女の和歌に感激しました。それで
みだいどころ
彼女を連れて京に帰って「御台所」にしたら、彼女は多くの「君達」を生んで
くれました。これはたいへん目出度いことだと無住一円が書きました。そして
彼は最後にただ一言を付け加えました。「人ノ心ヤサシカルベキニコソ」と。
人の心はやさしい方がいし、これはどうも、 pastourelleの世界から遠いので
はありませんかD
考えてみれば、「須磨」と「明石」の巻の光源氏もほぼ同じことをしました。
昔行平も住んでいた須磨の浦に退去した彼はそこから明石の浦に移って、明石
の育ちで、源氏の目で、そして彼女自身の目で見たら海士乙女同然の女性に出
逢って彼女と契りました。それから娘が生まれ、ょうやく中宮になったその娘
のおかげで源氏が外戚にもなりました。しかしpastourelleの騎士は羊飼いの
乙女に二度と逢いには来ないのです。海士乙女とは違って、羊飼いの乙女は数
にならない存在です。
和歌や「源氏物語」などであろうと、トルバドールの歌謡や「宮廷風恋愛の
技術Jであろうと、文学作品は個人の具体的な行動を知る手掛かりにはなれな
いのです。 pastourelleを読んで、中世フランスには心のやさしい男性がいな
かったと判断してはならないと同様に、「源氏物語」などに目を通したことで、
王朝の貴族の男性は皆紳士らしく振るまう人間ばかりであったとももちろん判
断出来ません。人間は人間ですから、仕方がないでしょう。しかし、私がちらつ
と見てきた作品によって察せられるのは、その当時の身分のあるフランス人よ
り、王朝の貴族の方が「心のやさしさ」を少なくとも理想として掲げていたこ
とです。私は中世フランスの文学をいくら愛読しでも、いくらその美しさと力
と鋭さに感心しても、やはり平安文学のそれなりの美しさとは別に、その慎重
さや、単なる理想としてでも、平安朝の貴族がpastourelleを書かないで、む
しろ相手に対する敬意や思いやりを重視したことに心から感心するのです。
